
 

 

 

あかるく元気な子 だれにも親切な子 しっかり考える子 ことばを大切にする子 

 

子どもたちの学校での様子等をブログで紹介しています。阿太小学校ＨＰを開いて「ブログ」をご覧ください。スマホ等でも見ることができます。 

 

あなたのライバル（好敵手）は？ 
 

○何年か前に奇跡的に地球に生還した小惑星探査機『はやぶさ』という名前を

覚えていますか。 

この『はやぶさ』という名前は、実は太平洋戦争中に陸軍によって創り出さ

れた戦闘機『隼』（一式戦闘機）に由来しています。 

一方、同じ太平洋戦争中、海軍によって『ゼロ戦』（零式戦闘機）が創り出されました。こ

の名前を知っている人も多いでしょうね。 

『一式戦闘機（隼）』と『零式戦闘機（ゼロ戦）』。名前が示すように、より性能の優れた戦

闘機を創ろうと、当時陸軍と海軍が互いに技を競い合っていたと考えられます。ただ、その技

術を戦争のために使わなければならなかったというのはとても悲しいことですが…。 

やがて戦争が終わります。互いに競い合って磨き上げてきた技術は、戦争とともに消え去っ

てしまったのでしょうか？ 

いいえ、そうではありません。『隼』を創った技術は、あの『はやぶさ』のよう

に、やがて宇宙ロケットや人工衛星をつくる技術へと、『ゼロ戦』を創った技術は

やがて航空機づくりへと引き継がれていったのです。互いに競い合った技術は、現

在も競い合いながら科学技術のさらなる発展をめざしているのです。 

 

○互いに競い合うことで、互いに高め合う。これは、いつの世でも大切で

す。『切磋琢磨』という言葉があります。「骨は切り、象牙は磋(と)ぎ、玉

は琢(う)ち、石は磨く」といった精細な加工を施すことから、互いに探究、

研鑽(けんさん)し合うことを意味します。つまり、学問をし、徳を修めるた

めに努力に努力を重ねること、また友人どうしで励まし合い競い合って向上

することが大切だということです。 

 

○互いに励まし合い競い合って、互いを向上させることができる存在、それがライバル（好敵手）

です。（互いに蹴落とし合うのはライバルとは言いません。） 

かけ算九九を早く覚える、漢字を一字でも多く覚える、マラソン大会でタ

イムを少しでも縮めるなどなど、小さなことでいいのです。ライバルがいる

ことで学習意欲や活動意欲が高まり、互いに競い合いながら自分の力を高め

ることができるのです。そうしたことを積み重ねて、将来、「素晴らしいラ

イバルの存在があったからこそ自分が成長できた。」と言えるような人にな

ってほしいと思います。 

 今、あなたにライバルはいますか？ 
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